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山西聞喜方言の文白異読士⇒
樋 口 勇 夫
0.はじめに
聞喜県は山西省西南部、中条山の北側に位置し、東は緯県・垣曲県、西は稜山県・万栄県、南
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(1)   文 白 中古音韻地位 9)
(2)  文t‐   白th。  中古音韻地位
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鴻力ヽ 10) paヽ pha N 山開二去桐並歩 puヽ phuヽ 遇合一去暮並
pOヽ pheヽ 礫合一上混並伴伴 paヽ phaヽ 山合一上緩並 朱
paiノ phicノ 梗開二入β百並傍 p5N ph5ヽ 宕開一去宕並 白
大 taヽ thΥヽ 果開一去箇定 杜 tuヽ thuヽ 遇合一上姥定
第遠 tiヽ thiヽ 蟹開四去審定 地 tiヽ thiヽ 上開三去至定
道 稲 tooヽ thooヽ 効開一上皓定 盗 tooヽ thooヽ 効開一去号定
名古屋学院大学論集
豆 逗 touヽ thouヽ 流開一去候定 佃塾 tiおヽ thiごヽ 山開四去霰定
断～絶 tua N thuがヽ 山合一上緩定 段鍛椴 tuaヽ thua N山合一去換定
今 tuoノ thuoノ 山合一入末定 功 tu6 N thuδヽ 通合一上董定
tuδヽ thuO N通合一去送定
子 tslヽ tSヽ 止開三去志従
(3)  文ts‐  白ts11‐ 中古音韻地位
(4)  文t9‐  白t9h‐  中古音韻地位
載 t9ieノ t9hicノ 山開四入屑従 静靖 toi5ヽ t911i5ヽ 梗開三上静従
7争 t9i5ヽ tchicヽ 梗開三去勁従 己 toiヽ t9hiヽ 止開二去志群
(5)  文ts―   白tsh―  中古音韻地位










文 :唇 白 :舌尖  中古音韻地位
克 piく tiく 蟹開四平斉討 批 phiく thiく 蟹開四平斉湧
迷 miノ 恥iノ 蟹開四平斉明 米 ml l ?η 蟹開四上齊明
1司 piヽ tiヽ 蟹開四去審常 迷 miノ Li′ 蟹開四去審明
披 phiく thiく 止開三平支済 皮牌 phiソ thiノ 止開三平支並
廉 miノ 恥iノ 止開三平支明 被～子 peiヽ thiヽ 止開三上紙並
彗 phiヽ thiヽ 止開三去真済 避 phi] thi] 止開三去賞並
層 楯 mciノ 恥iノ 止開三平脂明 pi η ti η 止開三上旨討
秘 miく 恥iく 止開三去至討 屁 phiヽ thiヽ 止開三去至湧
瓢 phiooく thiooく 効開三平宵済 瓢 phi30ノ thiooノ 効開三平宵並
苗描 miooノ 恥ioo, 効開三平宵明 店妙 miooヽ 島iooヽ 効開三去笑明
鞭編 piごく tiごく 山開二平仙常 篇 偏 phiごく thiごく 山開二平仙湧
便～宜 phiごノ thiごノ 山開三平仙並 棉 miごノ Li蕊ノ 山開三平仙明
免 miごη 恥iご1 山開二 L禰明 変 piごヽ tiごヽ 山開三去線討
面月金～ miごヽ らiごヽ 山開三去線明 mieヽ 恥icヽ 山開三入蒔明
迪 piだく tiごく 山開四平先帯 痛匠 pi蕊] tiご] 山開四上銑村




「 phiごヽ thiごヽ 山開四去霰湯 面～条 mi£ヽ 恥iごヽ 山開四去霰明










文‐a   白―Υ  中古音韻地位







宅半 piヽ tiヽ 葉開二人質討 匹 phiヽ thiヽ 葉開三入質湧
蜜 miヽ 襲iヽ 索開二入質明 1水 pi5く ti5く 曽開三平蒸討
逼 piヽ tiヽ 曽開三入職討 平 phi5ノ thicノ 梗開三平庚並
坪 phi5ノ thi5ノ 梗開三平庚並 明 mi5ノ 恥icノ 梗開三平庚明
病 pi5ヽ ti5、12)
thicヽ







梗開二平清明 併 pi5 η ti5 η 梗開二上静常
瓶屏葬 phi5, thi5ノ 梗開四平青並 労 phiヽ thiヽ 梗開四入錫湧
牙茅衝 iaノ nia, 似開二平麻疑 唖 ia η nia η 椴開二上馬影
宜 : l14 niノ 止開三平支疑 道 iヽ niノ 止開三去真疑
疑 = l14 ni, 止開二平之疑 似 iη ni η 止開三上止疑
衣 依 iく niく 止開三平微影 顔 iごノ niごノ 山開二平剛疑
雁 iごヽ niごヽ 山開二去諌疑
??﹈ iご, niごノ 山開三平元疑
研 iおノ niごノ 山開四平先疑 仰 i5ノ niΥノ 宕開三上養疑
秩 i5く niΥく 宕開三平陽影 多勺 ycヽ niΥヽ 宕開三入薬影




(1)  文―c   自‐a  中古音韻地位
(2)  文‐ic   自‐ia  中古音韻地位
















遮 tscく tsaく 俄開三平麻章 牟 tsheく tshaく イ段開三平麻昌
蛇 seノ sa/1 1限開三平麻船 除 seく saく 1限開三平麻書
祉 tshcコ tsha η イ限開三上馬昌 舎劫i司 sc η sa η 1限開三上馬書
惹 不 1 黎 1 1段開三上馬 日
爺 ieノ iaノ 1段開三平麻以 也 野 ie] ia] 1限開三上馬以
夜 icヽ iaヽ 1限開三去高以
i亥 kaiく kieく 蟹開一平口台見
?
〈 kai] kie] 蟹開一上海見
概 漑 kaiヽ kieヽ 蟹開―去代見 碍 ]ai η Dic n 蟹開一去代疑
展 ]aiく ]icく 蟹開一平暗影 愛 ηaiヽ nicヽ 蟹開一去代影
蓋 巧 kaiヽ kicヽ 蟹開一去泰見 支 ]aiヽ Dieヽ 蟹開一去泰疑







(1) 文―uci   白‐y  中古音韻地位
(2)  文‐ei   白―u  中古音韻地位
(1)  文‐5   白‐uo  中古音韻地位














桑 sЭヽく suoく 宕開一平唐心
ク sueiヽ 9y・ヽ 蟹合二去祭心 累連～ lueiヽ lyヽ 止合二去真来
随 sueiノ cyノ 止合三平支邪 1肯 tsuci l toyコ 止合三上紙精
全 luci n ly l 止合三上旨来 tsueiヽ t9yヽ 止合三去至精
慰 ueiヽ yヽ 止合三去未影
吹 ppeiく pfiluく 止合三平支昌
?
? tiヽ 詢ヽ 止合三去真禅
槌錘 ppeiノ pfhuノ 止合三平脂澄 笹 ptiく p負く 止合三平脂章
i(主 たiノ 励ノ 止合三平脂禅 水 til ?η 止合三上旨書
感 ka l kiご1 咸開一上感見 庵 ]aく niごく 成開一平軍影
日音 naヽ ni£ヽ 成開一去勘影 甘柑 kaく kiごく 成開―平談見
敢檄 ka η kiごη 成開一上敢見 肝竿
干～嫌
kaく kiおく 山開一平寒見
本干粁 kaヾ kiごく 山開一上早見 榊 ka η kiごη 山開一上早見
干～部 kaヽ kiごヽ 山開一去翰見
??
laヽ りi諄ヽ 山開―去翰疑
安 鞍 Oaく ]iおく 山開一平寒影 按 案 Daヽ 01ごヽ 山開―去翰影
湯 th5ヾ thΥく 宕開―平唐透
?
? 15ノ lΥ, 宕開一平唐来
糠 kh5く khΥく 宕開一平唐渓 昂 15ノ ηΥノ 宕開一平唐疑
坑 kh5ヽ khΥヽ 宕開一去宕渓 行 ―～ x5ノ xγヽ 宕開一平唐匝












文‐5   白‐0  中古音韻地位
長生～
1張
ts5 1 t,Υη 宕開三 L養知 丈 ts5ヽ tshγヽ 宕開三 L養澄
本丈 ts5ヽ tsΥヽ 宕開三 L養澄 月|( t,5ヽ tsΥヽ 宕開三去涼知
庄 装 pおく p?く 宕開三平陽荘 庵 pF15く pfhΥく 宕開三平陽初
l末 pfi15ノ ppΥノ 宕開三平陽崇 |)」 pfl]5η pPΥ η 宕開三 L養初?
? tsl15ノ ,Υノ 宕開三平陽禅 ′掌 ts5 1 tsΥ η 宕開三上養章
上～山 s5ヽ sΥヽ 宕開三上養禅 上～面 s5ヽ sΥヽ 宕開三去涼禅
瓢 攘 ζ5, ζΥノ 宕開三平陽日 止 z5＼| zΥヽ 宕開三去涼 日
苦菱～ v5ノ vΥノ 宕合三平陽微 坊 f5] 行 η 宕合三上養敷
放 f5ヽ ? ヽ 宕合三去涼非 v5ヽ vΥヽ 宕合三去涼微
撞 pfわ5N ppΥヽ 江開二去経澄 双 f5く 行 く 江開二平江生







li5 1 liΥコ 宕開三上養来 培 tchi5, tchiγノ 宕開三平陽従
1昌編 toi5く tciΥく 宕開三平陽見 i5ノ niγノ 宕開三上養疑
秩 15く n?く 宕開 三平陽影 芥 i5η iΥ η 宕開三 11養以
腔 tchi5く tohiΥく 江開二平江渓
登灯 t5く tёく 曽開一平登端 普疼 th5ノ thёノ 曽開一平登定
等 t5η t。コ 曽開一上等端 莞 t5ヽ tσヽ 曽開一去山登端
1登 t5ヽ tσく 曽開一去峰定 愕 15ノ lё, 曽開一平登来
戻 tsh5ノ tshσノ 曽開一平登従 鐙 t5ヽ tёヽ 曽開三去証澄
墓 tsoN tseく 曽開三平蒸章 称 tsh5く
～呼
t,heく 曽開三平蒸昌




















(1)  文‐Υ   白‐ei  中古音韻地位
(2)  文‐Υ   白‐i   中古音韻地位
(3)  文―uo  白―uei  中占音韻地位
(1)  文‐5   白―ic  中古音韻地位
墨獣 mΥヽ mciヽ 曽開一入徳明






? 15η lic η 梗開二上梗来 棚 ph5ノ phicノ 梗開二平耕並
(2)  文-15   白―ic  中古音韻地位
杏 915＼| xieヽ 梗開二上梗匝 平 phi5ノ thieノ 梗開三平庚並





梗開三去映明 鏡 tci5ヽ t9icヽ 梗開三去映見
影 i5]
ni5 η12)
nieコ 梗開三上梗影 名 mi5ノ
Li5ノ12)
らieノ 梗開三平清明
領」今 li5 1 lic] 梗開三上静来 1青 t9hi5く tchicく 梗開三平清清〓
? tohi5ノ tchieノ 梗開三平清従 井 tci5] toie η 梗開三上静精
浄 toi5ヽ t9hicヽ 梗開三去勁従 経 t9hi5く t9hicく 梗開三平清渓
与丁名う司 ti5] tic l 梗開四平青端 噺～兄 thi5く thicく 梗開四平青透
停 thi5ノ thieノ 梗開四平青定 零幹拾 li5ノ lieノ 梗開四平青来?? tchi錮 tchicく 梗開四平青清
??
9i5、ヽ| 9icく 梗開四平青心
醒 9i5η 9ie l 梗開四上迎心
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(3)  文-5   白‐c   中古音韻地位
(4)  文―uσ   白―ie  中古音韻地位








甥 s5く seく 梗開二平庚生 省市～ s5η sc] 梗開二上梗生
争 ts5く tscく 梗開二平耕荘 ′'■ ,5く seく 梗開三平清書
盛～仮 tsh5, se冽 梗開三平清禅
横 xuoノ xicノ 梗合二平庚匝
百本自イ自 paiヽ picヽ 梗開二入
`百
討 迫 phaiヽ phicヽ 梗開二入「百討
拍 塊 phaiヽ phicヽ 梗開二入『 湧
「
? paiノ phicノ 梗開二入「百並
(2)  文―Υ   白―ic  中占音韻地位
(3)  文‐uo   白‐ie  中古音韻地位





格 kΥヽ kicヽ 梗開二入『百見 客 khγヽ khieヽ 梗開二入S百渓






荻 xuoヽ xicヽ 梗合二入麦匝
坪 9iaく xaく 似開二平麻暁 ド底～ 9iaヽ xaヽ イ限開二上馬匝
下～降 9iaヽ xaヽ イ限開二去薦F 軽 9icノ xaiノ 蟹開二平佳匝
匝 9iaノ xaノ 咸開二人る甲暁 暗 9iaヽ xaヽ 山開二入錯暁



























「明零 眉厘 苗遼 膠劉 免飲 民臨 滅列」や『山西間喜之方言』(在盈科 1929年)に現われる記載、




























文‐i5    白‐iΥ   中古音韻地位        文‐i5    白‐ie
凝 ni5ノ niΥノ 曽開三去証疑 蝿 i5ノ icノ 曽開三平蒸以
「凝」は白話音の層では[‐?]に読まれて宕。江摂的、「蝿」は白話音の層では[―ie]に読まれて梗摂的である。
今後の語彙調査によるデータ追加が待たれる。
また、通摂合口舒声字の白話音韻母は、眠底方言には、日下の所、見つかっていない。王 1992p.140に
よると、城内の方言では、董[tuci]・甕[uOi]。中[p鮨]・福[ti]の4例が、地名に用いられる場合に限って保
存されており、曽摂に平行しているようである。
参考文献
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程 山 具
近 城 市
山西聞喜方言の文自異読
侯 島 市
新 鋒 暴
夏  具
「山西省聞喜県地図」(山西省測絵局 19a,p■99を参考にした)
鋒  具
0
垣 曲 具
12km
○白石
礼元鎮◎
木鎮鎮◎
侯村◎
后官◎
◎官庄
石|]○
柴家庄
◎蒔店鎮
弧底鎮◎
◎田偶
蛉西末◎ 下旧◎
神柏◎
同喜◎
○柏林
○七里坂
河底鎮◎
◎表社
○酒分共
・項家内
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